













満たすことが求められる。Golosnoy et al. (2012)による Conditional Autoregressive Wishart(CAW)モデルはこれらの
要件を満たす予測モデルである。本研究では、CAWクラスの新たなモデルを提唱し、提唱したモデルと既存の予測モデ
ルとを予測力に基づいて比較する。
2 CAW(conditional autoregressive Wishart)モデル















ただし、St = E[Yt|Yt−1, Yt−2, ...], C : n次下三角行列, Bi, Ai : n次正方行列
3 CTAW(conditional threshold autoregressive Wishart)モデル
金融市場、特に株式市場において、株価の上昇より下降の方がボラティリティ（価格変動の大きさ）の変化に強い影響
を与えるという現象が報告されている。この現象をレバレッジ効果という。



























1 ((t− i)期において、j 番目の銘柄が 1期間前と比べて価格が下がった場合)0 (else)
Hi,j , Gi,j : j 行でも j 列でもない成分は 0に等しい n次正方行列
j 番目の銘柄の価格が下がったときにHi,j , Gi,j が加わることによって、レバレッジ効果が表現されている。
4 制限版・拡張版CAWクラスモデル
Golosnoy et al. (2012)では、CAWモデルのBi, Aiを対角行列に制限した対角CAWモデルが提唱された。また、拡張
版モデルとして、Stを長期間（240日分）のモデルと短期間（最大 3日分）のモデルを用いてモデル化したMIDAS-CAW
モデル、実現共分散行列として、1 日間だけでなく、5 日間、10 日間、20 日間の枠で計算して得られる行列を用いた
HAR-CAWモデルが提唱された。
Anatolyev and Kobotaev(2018)でも同様に、制限版モデルとしてパラメータ行列 Bi, Ai,Hi,j , Gi,j を対角行列に制限
した対角 CTAWモデル、拡張版モデルとしてMIDAS-CTAWモデルが提唱された。加えて、制限版モデルとして、パ
ラメータ行列Hi,j , Gi,j のみを対角行列に制限した対角スイッチ CTAWモデル、Yt−iの項でのみレバレッジ効果を表現
する A-flexible CTAWモデル、レバレッジ効果において各銘柄の価格変動でなく市場を代表する指数の変動を参照する
MCTAWモデルが提唱された。
以上で述べた制限、拡張は複合できる（例：対角 HAR-CAWモデル、MIDAS版対角スイッチ A-flexible MCTAWモ
デル）。
5 本研究で提唱するモデル
















法を用い、各制限・拡張仕様（次数が与えられない HAR仕様を除く）に対し (0, 1)から (3, 3)まで 8通りの次数のモデ
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